
登録コード 開講年度

担当教員授業科目

英文授業名 副担当

単位数 講義期間 曜日・時限 対象学生

講義室 授業形態 遠隔授業科目 備考

信大コンピテンシー

T5033200 2026

建築法規(16T以降) 内山　卓太郎

Building Code 柳瀬　亮太

1 後期 月曜･４時限

工C3-301教室 講義

非該当

(1)授業の達成目標 【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】
２５Tカリ, ２３Tカリ

【22T～】共通教育による幅広い教養と，工学の専門分野におけ 建築基準法の成り立ち、位置づけ及び規定の具体的内容が理解
る基礎学力が身についている。 できるようになる。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 建築基準法を制度規定、単体規定及び集団規定に分類し、実例を紹介しながら容易に理解できるよう解
説する。
その他の建築関連規定についても、実社会での関連性や必要性を示すとともに、それぞれの法律の要旨
を分かり易く説明する。

(5)授業計画 第１回　ガイダンス、建築法規の概要、法令用語、用語の定義
第２回　制度規定、単体規定（構造強度）
第３回　単体規定（防火・避難関係）
第４回　単体規定（一般構造・設備）
第５回　集団規定（道路、用途、建ぺい率等）
第６回　集団規定（高さ、地区計画等）
第７回　建築関連法規（消防法、都市計画法、建築士法ほか）
第８回　建築基準法演習（期末試験）

(6)成績評価の方
法

講義には２／３以上、出席していること。
成績は試験による。

(7)成績評価の基
準

可：60～69 点 良：70～79 優：80～89 秀：90～

(8)事前事後学習
の内容

(9)履修上の注意 ・教科書及び参考書を購入してください。
・期末試験には教科書の持込はできませんが、法令集の持込は可とします。

(10)質問,相談へ
の対応

講義終了後に直接質問してください。
副担当の教員へメールで質問していただいても結構です（諏訪田：suwada@shinshu-u.ac.jp)。

(11)その他

【教科書】 「建築法規用教材 2026」　(社)日本建築学会編、丸善出版、2090円(税込)

【参考書】 「2026年度版 建築基準関係法令集」　TAC出版、3080円(税込)


